1989年度の博物館活動-特に教育普及活動を中心として- by 熊野,正也
1989年度の博物館活動
一特に教育普及活動を中心として一
熊　　野　　正　　也
第5回公開講座
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開講式であいさ
つをする戸沢教?
　明治大学考古学博物館は1985年に大学会館（現在地）へ移転して以来，「活動
する博物館」をめざしていくつかの博物館活動を展開してきたところである。こ
の博物館活動の主なものは，公開講座の開講であり，特別展・企画展の開催，そ
れに図録等の刊行といった，いわゆる教育普及活動であった。今年度はこれらの
ほかにさらに特別講演会を加えることになった。
　まず，今年度実施した個々の博物館活動について概略を記しておこう。最初に
公開講座から述べておくことにする。1986年に開講した公開講座は，今年で3年
目を数え，いまや一博物館の事業としてだけではなく明治大学全体の講座として
認知されつつある。受講者を県別にみると東京をはじめ千葉・神奈川・埼玉・栃
木・群馬・茨城といった関東一円にわたっており，中には岐阜県からみえる人も
いた。ともかく受講者の勉強態度はまじめである。いままでの講師をつとめた先
生方からは高い評価を得ており，生涯学習の一端を垣間見たような気がする。
　さて，この春の公開講座は，『古代を発掘する』という全体テーマで行った。『古
代を発掘する』は，「都と地方」，「瓦からみた古代寺院」，「古代のムラを掘る」，
「払田柵と古代の東北」，「窯業生産の展開」といった5つの小テーマによって構
成されている。期日は例年通りの5月から6月にかけてとして，5月20日の土曜
日を初日に毎週±曜日5回を連続で行うことにした。
　第1回目は講義に先立ち開講式を開催した。開講式は事務報告及び連絡事項，
そして，館長あいさつといったごく簡単なセレモニーであるが，今回は大塚初重
館長があいにく不在のために，文学部史学地理学科考古学専攻主任の戸沢充則教
授がかわりにあいさつをした。同教授は，この中でかねてより提唱されている「市
民とともにある考古学」の必要性を説き，多くの受講生の共鳴を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この後，ただちに講義に入る。本日
のテーマは，「都と地方」である。講
師は大分市歴史資料館館長佐藤興治氏
にお願いした。1964年に明治大学文学
部考古学を卒業された。卒業後，奈良
国立文化財研究所に所員として就職
し，平城宮跡や藤原宮跡の発掘に従事。
藤原宮跡発掘調査部第一室長を経て，
大分市歴史資料館建設準備室へ転出。
同館の開館後に館長へ就任された。
　主な著書には「平城宮と京」『都城』
共著　1976　社会思想社，「奈良時代
の生活白書」『太陽』192　1979　平凡
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佐藤興治講師
講義の内容
杜，「伯書国庁跡」『仏教芸術』124
1979　毎日新聞社，『古代の役所』共著
1985　岩波書店，「藤原宮」『宮都発掘』
共著　1988　吉川弘文館などがある。ち
なみに氏は韓国語に堪能であり，韓国に
おいて研究発表や講演をされる際，韓国
語で話されるところから，韓国内では日
本の学者の中でもとりわけ親しみをもっ
て迎えられる学者の一人であることを付
加えておく。
　講義内容については次のとおりであ
る。戦後の日本考古学のなかで，めざま
しい発展をした分野の一つに歴史考古学
がある。一般に歴史考古学というと，飛
鳥時代にはじまり，奈良，平安時代，そ
して中世，近世におよぶ遺跡，遺物を中
心とした考古学研究をさしているが，と
くに都城や官衙遺跡の調査研究は昭和30年代後半から本格的にはじめられた。な
かでも平城宮跡に代表されるように，長年の発掘調査によって律令時代の政治，
経済，文化，生活，信仰など古代都市復原の様々な資料を提出していることは周
知のところであるが，さらに飛鳥の諸宮，難波宮，藤原京，長岡京，平安京など
の調査の進展によって7世紀から11・12世紀にわたる各時代の都宮，都城すなわ
ち古代都市の構造と変遷をたどることが可能になってきた。この過程で，日本の
都城制の源流に関しては，平城京と唐・長安城との相違点も明らかになり，従来
いわれてきたように日本の都城は中国の都市計画をそのまま模倣，移入したもの
ではなく，中国都城の理念を生かしながら日本的な都市造営がおこなわれたこと
を示している。また，藤原京の条坊制は随・唐より古い段階の北魏・洛陽城や東
魏の郭城と近似制をもっていることが注目されているところである。一中略一
いっぽう，このような都に対する地方についてみると，律令の時代は中央集権の
政治であり，全国を国，郡，里（郷）に構成する行政単位を定め，国民一人一人
に租，庸，調を義務づけて財政基盤とし，地方行政の徹底に力を注いだ。国衙や
郡衙はそのための施設であり，組織でもあった。　中略一国衙は律令時代の地方
都市として位置づけられてはいるが，都市としての条件である街区については数
本の幹道の存在は認められるものの整然とした方格の町割りがおこなわれていた
痕跡はまだ確められていない。　中略一郡衙の構成も国衙に似るが，大きく異な
る点は正倉を管理し，郡内の各村の戸籍を把握し，農業の振興をうながすことに
あり，その政務をおこなう郡庁と正倉が建ちならぶが，その建物配置のあり方は
国衙ほどに画一的ではなく，このへんに中央の出先機関である国衙と在地性の強
い郡衙との差異を見ることができる。一レジュメより一
　以上のような概要を前提にして律令時代の都と地方の対比について述べた。
　第2回目の講義は，仙台市†専物館指導主事佐々木和博氏による「瓦からみた古
代寺院」である。講師の佐々木氏は，宮城県において1949年に誕生。国学院大学
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佐々木和博講師
講義の内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業後，明治大学大学院修士課程へ進み，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1975年に同院を修了した。その後，千葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　県市川市の市立市川博物館に勤務し，学
　　　　　　　　　　　　　　　　　芸員として歴史考古学を担当する。市川
　　　　　　　　　　　　　　　　　市は古代における下総国の国府，国分寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　が置かれた重要なところであったが，戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　前に早稲田大学教授・滝口宏氏や平野元
　　　　　　　　　　　　　　　　　三郎氏が調査研究を進めて以来，研究が
　　　　　　　　　　　　　　　　　中断されていた。氏は市川博物館に勤務
　　　　　　　　　　　　　　　　　するやいなや積極的にこの研究を進め，
　　　　　　　　　　　　　　　　　数々の業績をあげ現在のレベルにまで引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き上げた。その後家庭の事情もあり，郷
　　　　　　　　　　　　　　　　　里の宮城県に教員として戻り，さらに県
　　　　　　　　　　　　　　　　　から仙台市へ博物館建設のため派遣，現
　　　　　　　　　　　　　　　　　在にいたる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な著書・論文には，「瓦当背面に布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　目痕を有する軒丸瓦」『史館』12　1980，
「下総国分二寺軒瓦小考（1）～（3）」『史館』14～16　1983・1984，「関東の国分寺」
『月刊文化財』199　1980，「下総国分二寺軒瓦の基礎的検討」『論集日本原史』
1985　吉川弘文館，「江戸時代における古瓦の認識」『仙台市博物館調査研究報告』
8　1988など多数がある。平素，氏と付き合ってみると分かることだが，性格的
にはほんとうに真面目な人である。そして妥協は許さない。というと融通のきか
ないコチコチの人間に見えるが，実はそうではない。ユーモアがあり，性格的に
も明るい。そういうところが付き合った人々に好感をもたせるのである。
　さて，氏の講義内容については，次のようなものである。瓦に対する一般的な
イメージは「瓦解」「瓦礫」などの言葉が示すように，あまり芳しいものではない。
瓦は「砕けてしまう無用なもの」の代名詞なのである。しかし，一見無用と思え
る瓦も，視点を捉え詳細に分析すれば歴史資料としての価値はきわめて高いもの
となる。とりわけ，文献資料が僅少で遺存例が少ない古代寺院の研究においては，
不可欠の考古資料とすることができよう。そこで，ここでは瓦の分析から古代寺
院のどのようなことが明らかになるのかについて考えることにしたい。
　瓦は仏教文化の一つとして日本にもたらされたものである。588年，日本初の
本格的寺院である飛鳥寺建立のため，百済から僧侶と技術者が派遣された。その
中に「瓦博士」をみることができる。寺院のことを「瓦葺き」と別称するように，
歴史的に，また実態的に瓦と寺院の結び付きは極めて強いとすることができる。
瓦博士の派遣から約100年後，瓦の使用は拡大する。藤原宮の造営にあたり，宮
殿に初めて瓦葺きが採用されたのである。以後，瓦葺き建物は寺院ばかりではな
く宮殿・役所にもみられるようになる。一中略一軒瓦の文様は萢（はん＝型）か
ら抜いたものである。瓦は窯で焼成される。窯は生産の場であり，寺院などは使
用の場である。一中略一瓦の分析からどのようなことが得られるであろうか。
中略一1．瓦を出土する遺跡の確認により，寺院・宮殿・役所などの所在が明ら
かになる。2．瓦の需給関係を明らかにすることができる。ここでは特に軒瓦の
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松村恵司講師
講義の内容
文様分析が有効である。3．瓦の文様や製作技法の分析から，その変遷を捉える
ことができる。4．瓦の文様の系譜や同系文様の分布の検討はその瓦の持つ歴史
的意味を鮮明にする。5．瓦の製作技法・文様およ文字瓦などから，造瓦集団・
組織の実態解明の手掛かりを得ることができる。一レジュメより一部抜粋一など
今回はこの5項目を重点的に，具体例をあげながら話を進めた。
　第3回目の講義は文化庁記念物課調査官の松村恵司氏にお願いした。テーマは
「古代のムラを掘る」である。松村氏は1950年に神奈川県で誕生。明治大学文学
　　　　　　　　　　　　　　　　　部考古学専攻を卒業後，大学院修士課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ進む。1977年に同院を修了後，奈良国
立文化財研究所の所員として就職し，平
城宮跡の発掘調査などに従事，そして文
化庁へ派遣され現在にいたる。主な著
書・論文には，『山田水呑遺跡』共著
1977，「古代稲倉について」『文化財論
叢』　1983，「平城宮・京の出土遺物」『仏
教芸術』154　1984，「平城宮出±の木と
んぼ」『考古学ジャーナル』237　1984，
「百萬塔調査の成果と課題」『伊珂留我』
8　1988小学館など多数ある。氏は大学時代を通じて縄文時代の研究に興味を
抱いていたが，大学院に進むと同時に千葉県東金市，山田水呑遺跡の調査を手が
け，これが結果的に氏を歴史考古学の道へと走らせることになったのである。当
時といえば，調査費用は微々たるものであった。したがって，調査はもちろんの
こと出土遺物の整理作業，あるいは分析，報告書の作成にいたるまでのすべてに
対し，全責任を負い完成させた。友人，後輩も黙ってついていった。そして，後
世に残るすばらしい報告書を刊行させたのである。これによっても氏のすべてが
分かるというものである。
　講義内容は次のとおりである。奈良時代の人口は，約600万人と推定されている。
このうち平城京で生活した都市住民は10万人前後，都市への集中度は江戸時代と
比較してもその半分ほどにすぎない。残りの大多数の人々は，全国各地で古墳時
代以来の閉鎖的な農村社会の中に埋没していた。しかしながら律令国家の成立は，
穏やかではあるが農村社会の中に様々な形で影響を与えはじめる。それは都の住
居建築である掘立柱建物の農村への普及，集落における識字層の拡大を示す墨書
土器の増加，官位のシンボルとしての鍔帯の出土などに特徴的に現われ，農村集
落の構成原理などにも変化をもたらせている。
　律令国家体制の整備に伴って，地方行政組織は国　郡　里（郷）と縦割りに整
備された。地方行政組織の末端に位置付けられた里（郷）は，五十戸を単位にな
かば機械的に設定され，行政の責任者として里（郷）長が置かれた。こうした行
政区としての里（郷）が，実際に存在した村とどのような関係にあったかについ
ては不明な点が多いが，正倉院に残る当時の戸籍が，戸の具体的な家族構成や郷・
里の規模を教えてくれる。『律令残篇』とよばれる8世紀中頃の史料によると，
当時の日本は67国555郡4，012郷からなっていた。
　古代の集落遺跡の調査例はかなりの数に達するが，今日は「山邊」「山口館」
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船木義勝講師
講義の内容
と記された墨書土器の出土から上総国山辺郷に比定される千葉県東金市ll1田水呑
遺跡の調査成果をもとに，古代の村の姿を復原し，単（郷）と村の関係や戸の具
体的存在形態について述べた。また最近明らかになりつつある郷の役所や郷長の
居館，村落内の寺院や神社の調査例を紹介し，律令国家の地方支配の実態にせまっ
た（レジュメより）。
　6月10日（土）の講義は「払田柵と古代の東北」というテーマで，講師は秋田
県埋蔵文化財センター学芸主事の船木義勝氏にお願いした。氏は1964年に明治大
学の考古学に入学し，1970年大学院修士課程修了までは弥生時代の研究に情熱を
傾けていた。大学院修rと同時に，静岡県教育委員会へ就職し，乞われて郷里の
秋田県教育委員会に移った。秋田県教育委員会へ移ってから間もなく本口のテー
覇蕪艦妻窯1叢叢轟マの“つである畑柵と取り勧ことに
1986，共著「山形県の須恵器および須恵器窯の編年」『山形考rif』
などがある。
　さて，講義の内容は次のとおりである。六国史などの史料には，174件の城柵
などに関する記事がみられる。また，城柵名称が記載されているか特定できる数
は90件をかぞえる。東日本における古代城柵の設置は越（後）・陸奥・出羽に対
する律令国家の政策と政治状況の反映であり，七世紀中頃の淳足柵から九世紀前
葉の徳丹城に至るまで，170年間に20余箇所の「柵」が造営されたL占代律令国
家の辺境統治の目的は，蝦夷を国郡制の地方行政機構に編人し，租税収奪を行な
うことになる。城柵は国府直轄の律令的な郡制へ移行する前段階の行政機構，広
域行政の拠点であり，軍事的拠点であった、遺跡は沖積地内の微高地，低丘陵や
高位段丘の末端に立地し，大形河川の周辺や舟運・占道などを配慮した戦略的要
所を占める場所に位置している。外郭の形状はほぼ正方形に整ったもの，不整方
形，方形の概念に人らないものなどがあるが，出入口（門）以外からの出入りを
規制し，櫓状施設を各所に附加する施設となっている。また，外郭の内側にも区
画施設があり，複郭構造となる遺跡もある。郭内中央には政庁と1呼ぶ中心的な官
衙地区があるt．／政庁域の平面形は正方形の形状をもつものが多いが，南北あるい
は東西に長いものもある、政庁の建物は正殿・東脇殿・西脇殿が南北対称に整然
と計画的に配置されている　多賀城政庁は陸奥国府であるとともに，城柵の規範
となる地域性をもっていた、
　郭内には倉庫が少なく，竪穴住居が外郭線の内側に配置される遺跡もある、発
　なる。そして，秋田県埋蔵文化財センター
　に異動となり，本格的な払田柵の研究を
　行ない，おそらく現在ではこの研究の第
．一l者といっても過言ではなかろう。主
　な著書，論文には，「出上木簡事始」『古
　代学研究』92　1980，共著「秋田県の須
　恵器および須恵器窯の編年」『秋大史学』
　32　1986，「払田柵跡の政庁」『日本歴史』
　450　1986，「秋田城跡についての一考察
　一八世紀の土器と施設の創建年代　」『秋
　田県埋蔵文化財センター研究紀要』1
　　　　　　　　　　　　　4－2　1988
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熊野正也講師
講義の内容
掘調査による最占の城柵は七世紀後半の郡山遺跡であり，城柵の終末年代は十世
紀末，十一・世紀前半で一致し，律令国家の崩壊との関連で把握できる。古代城柵
を一般的な地方官衙と比較すれば，国衙・郡衙には外郭施設の類例がなく，国衙
施設の形状と類似するが平面計画や建物規模に違いがある（レジュメより）。
　本講座の最終回は，6月17日　（土）に本館の熊野正也が講師として「窯業生産
の展開」と題する講義を行った。熊野は1941年に青森県三沢市で生まれ，1960年
に明治大学文学部考古学に入学。1966年に同大学院修士課程修了後，千葉県市川
市教育委員会に勤務する。以来，18年間，市川市の文化財保護行政と博物館建設
に携った。1984年新設した市立市川歴史
博物館館長を最後として市川市教育委員
会を退職し，母校の考古学博物館（当時
陳列館）に勤務し現在に至っている。主
な著書には，共著『日本の古代遺跡18
千葉県北部』　1984　保育社，「弥生時
代後期における小地域土器分布圏の成
立」『論集日本原史』　1985　吉川弘文館，
「五領遺跡における外来系土器の検討」
『駿台史学』70　1987，「和泉期の社会
と石製模造品について」『考古学叢考』
1988　吉川弘文館などをあげることがで
きる。
　講義の内容について述べておきたい。
古代における手工業の生産遺跡といえ
ば，第一に窯業遺跡をあげねばならない
だろう。埴輪とか瓦，あるいは須恵器，
灰紬・陶器といった遺物は，すべてこの窯業生産によるもである。
　窯は大きく登窯（審窯）と平窯とに区別される。登窯はさらに地下式（焚口以
外の全体がトンネル式に掘りぬかれたもの）とか半地下式，地上窯に分類される。
また，1室で独立した単室窯と2室以上からなる連房窯という分類方法もある。
　一方，平窯については，従来は遺構として明確に捉えられていなかったが，近
年にいたって埼玉県下で土師器窯と考えられる遺構が65例ほど発見された。これ
によると平面形は固定化されておらず，方形とか円形，卵形などさまざまで，構
造も簡単な施設である。800℃ほどの必要熱量は得られるという。いずれにして
も一般的に窯といえば，火度をあげる目的でつくられた登窯の方をさす。
　今回の講座では，種類の多い手工業の生産の中でも，時代的には奈良・平安時
代に限定されるために，須恵器生産を中心とすることにしたい、，須恵器は古墳時
代から平安時代にかけて製作された青灰色を呈する陶器である。かつては朝鮮式
±器とか祝部式土器などと呼ばれたことがあったが，本学考古学研究室の初代主
任教授であった後藤守一・博士は「和名抄』に「須恵宇都波毛乃」と訓じていると
ころから「須恵器』と呼ぶことを提唱し，現在にいたっている。須恵器の成形技
術の特徴はロクロを用いていることであり，そして，焼成にはかならず登窯を用
いることである，
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　こういった須恵器にスポットを当て，奈良・平安時代における須恵器の生産と
流通について今回は述べた（レジュメより）。
　当初にも述べたように受講者の聴講する態度はきわめてまじめである。ちなみ
に今回の受講数は275名であったが，各講義の平均数は約218名であった。6月17
日はこの講座の最終回にあたり，熊野講師の講義終了後，ただちに閉講式に移っ
た。閉講式では大塚初重館長のあいさつにつづき修了書の授与が行われ，大塚館
長から受講者を代表し，茨城県土浦市から毎回欠かさず出席した斉藤百合子氏に
修了書が手渡された。
Fig．7
修了書の授与・
大塚館長から斉
藤さんへ
特別講演会の開
催
　今年度，一つの試みとして新しい事業を加えてみた。特別講演会である。時は
まだ藤ノ木占墳の余韻がさめやまぬ時でもあったので，これをとりあげることに
したのである。全体テーマを『藤ノ木古墳の世界』として，講師には本古墳発掘
調査の直接の責任者である奈良県立橿原考古学研究所副所長の石野博信氏を迎
え，それに，本古墳調査の指導委員も務め，藤ノ木古墳と深いかかわりをもつ大
塚初重館長があたり，また，司会は古墳時代の研究，とりわけ銅鏡の研究では第
一人者と評価される本学の小林三郎教授にお願いするなど，まさに豪華けんらん
たる企画であった。時宜を得たテーマといい，また，講師陣といい，これに魅了
されたものなのか，たいへんな数の受講希望者が殺到した。したがって，会場で
ある大学会館8階会議室も急拠，机を取りはずして椅子だけにし対応することに
したのである。その結果，408名の受入れがl」∫能になった。
　日時は1989年5月31日（水）の午後6時から開始した。従来，実施してきた公
開講座と異なることは，講座は十曜口の午後に行ない，講演は平日の夕方という
ことで聴講者層が異なるということである。つまり講座の場合は子育てを終えた
主婦層が圧倒的に多く，講演は一般会社員はもとよりOL層がきわめて目立った，
　講演の定刻の午後6時に司会の小林三郎文学部教授の軽快な口調で開始され
た。まず最初にここでliJ会の小林教授の横顔を紹介しておこう、小林教授は1937
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Fig．8
会場を埋めつく
す聴衆
Fig．9
司会者の小林三
郎教授略歴
調査歴
編著
大塚初重講師の
略歴
年に東京で生まれた。1960年に明治大学文学部考古学
を卒業し，大学院修士課程へ進学。1962年に同大学院
を修了した。その後，本館（当時考古学陳列館）に専
任学芸員として勤務，1965年から文学部講師として教
べんをとる。1976年に助教授，そして1982年に文学博
士の学位を取得し，教授に昇任して現在にいたってい
る。
　主な調査歴は，1965年の茨城県舟塚古墳，1965～68・
81～89年の茨城県馬渡埴輪製作窯跡，1967・68年の神
奈川県ニツ池遺跡と群馬県観音山古墳，1973・74・76
年の茨城県虎塚古墳，1977～80年の茨城県十五郎横穴，
1987年の長野県東山遺跡などをあげることができる。
つぎに主な編著をあげてみよう。共編『古墳辞典』
1982　東京堂出版，
著『勝田市史　別編1　虎塚壁画古墳』1978　勝田市，
群』　1968　長野市教育委員会，
墳の成立について」『駿台史学』13
占学集刊』4－1・4　1968・7／，
1972，「古墳時代初期倣製鏡の一側面」『駿台史学』46
　　　　　　　　共著『茨城県馬渡における埴輪製作蛙』1976　明治大学，共
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　共編著『信濃・長原古墳
　　 　　　　　　　　　　　「前期古墳終末期の様相と関東地方における古
　　　　　　　　　　　　　　　　1963，共著「茨城県・舟塚古墳1・且」「考
　　　　　　　　　　 　　　　「土師時代集落把握への小考」『駿台史学』31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979，「古墳時代倣製鏡
の鏡式について」『明治大学人文科学研究所紀要』第2／冊　1982，「古墳副葬鏡の
歴史的意義」『論集　日本原史』1985など多数ある。
　最初は大塚初重館長による「藤ノ木古墳と古代東国」と題する講演であった。
講演内容に入る前に大塚館長の略歴を紹介しておきたい。大塚館長は1926年に東
京で生まれ，1951年に明治大学文学部考古学を第1期生として卒業。その後文学
部助手に任じられ，改めて同大学院博士課程に進み，1957年に同課程を修rした，
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Fig．10
大塚初重講師
調査歴
編著
講演内容
この修了と同時に文学部専任
講師となり，教べんをとるこ
とになった。1960年には助教
授に昇格し，さらに，1968年
から教授へ。現在は文学部長
として文学部の運営にあたっ
ている。本学の考古学研究室
では最初に文学博士の学位を
取得し，現在は考古学博物館
館長・日本考古学協会副会
長・国文化財専門委員など数
多くの要職を兼ねている。つぎに主な調査歴を紹介しておこう。1949年の静岡県
登呂遺跡を皮切りに　1951年の長野県大室古墳群（1984年から現在も継続調査），
1955年の茨城県三昧塚古墳，1957年の千葉県能満寺古墳，1961年の茨城県勅使塚
古墳，1965年の茨城県舟塚古墳，1965～68・81　一一　89年の茨城県馬渡製作窯跡，
1967・68年の群馬県観音山古墳，1973・74・76年の茨城県虎塚古墳，1977～80年
の茨城県十五郎横穴などがある。
　主な編著には，共編『古墳辞典』　1982　東京堂出版，『探訪日本の古墳・東日
本編』　1981　有斐閣，共著『土師式土器集成』　1971　・一　74　東京堂出版，共編著
『日本考古学を学ぶ1～3』　1978・79　有斐閣，『東国の古墳文化』　1986　六
興出版，共著『茨城県馬渡における埴輪製作趾』　1976　明治大学，共著『勝田
市史　別編1　虎塚壁画古墳』　1978　勝田市，「前方後方墳の成立とその性格」
『駿台史学』6　1956，「前方後方墳序説」『明治大学人文科学研究所紀要』1
1962，共編著「信濃・長原古墳群』　1968　長野市教育委員会，「千葉県岩屋古墳
の再検討」『駿台史学』37　1975，「東国における発生期古墳の様相」『駿台史学』
40　1977，「東国古墳発生論」『論集　日本原史』　1985など多数の編著がある。
　講演の内容はつぎのとおりである。藤ノ木古墳の副葬品にみられる多様な文化
表示，例えば金銅製造彫鞍金具をはじめ金鋼製の冠・飾履・豪華な持えをもつ大
刀・剣・刀子などの先進工芸技術の展開は，それが舶載か国産かというにとどま
らず，古代日本における中国・朝鮮などとの濃厚な交流を示している点で注目さ
れている事実である。
　藤ノ木古墳とほぼ同時代と推定される東国の古墳の中にも，三国時代の朝鮮半
島の金属工芸との関係で把握すべき遺物がみとめられる。今回は直接・間接的に
藤ノ木古墳と関係があると思われる遺物を出土した古墳について考え，藤ノ木古
墳の性格を検討したい。東国ではすでに5世紀代の末か6世紀初頭頃から，大陸
文化の影響が古墳にあらわれる。具体的な例を挙げるならば一一一例として茨城県三
昧塚古墳の馬形飾付冠がある。あるいは千葉県姉崎二子塚古墳や群馬県簗瀬二子
塚古墳の銀製垂飾耳飾をはじめ，三昧塚古墳の金銅製垂飾耳飾などがある。
　6世紀後半以降の古墳遺物の諸相の中には，この時代の日本とアジア諸地域，
ことに中国・朝鮮との関係を伝える特色が一層強くなる。東京湾沿岸地帯の占墳，
とくに木更津市金鈴塚古墳の大形飾履をはじめ金銅製の飾大刀などは注目されて
よい。群馬県高崎市観畠一山．観晋塚古墳の内容は一層，藤ノ木占墳との共通性を
10
略歴
調査歴
編著
Fig．11
石野博信講師
講演内容
第6回公開講座
帯びてくる。近年，明らかになった茨城県日立市赤羽横穴出土の飾金具，長野県
穂高町有明古墳群出土の鳥形金具などは，藤ノ木古墳と同一例であって，6世紀
後半代の中央と地方有力層との関係が，こうした遺物を通じて浮び上ってくる。
　東国各地の古墳を通じて中央の貴族・豪族の歴史的性格を考える過程で，藤ノ
木古墳のもつ問題点にふれてみたいと思う（レジュメより）。
　一方の石野博信奈良県立橿原考古学研究所附属博物館館長は「大和の藤ノ木古
墳」というテーマで講演を行なった。石野講師は1933年に宮城県で誕生し，1955
年に関西学院大学を卒業した。その後，同大学大学院修士課程に進学し，1960年
に修了している。大学院修了と同時に兵庫県教育委員会に就職し，文化財保護行
政に携わり，1965年に奈良県立橿原考古学研究所に移った。そして，現在にいた
るこの間，1986年に文学博士の学位を取得する。
　調査の主なものについては，1952年の兵庫県摂津加茂遺跡，1956年の兵庫県会
下山遺跡，1969年の兵庫県桜ヶ丘銅鐸・銅文の調査，1971年の奈良県纒向遺跡（現
在1989年～）1975年の兵庫県二上山桜ヶ丘遺跡，1988年の奈良県藤ノ木古墳など
がある。
　つぎに主なる編著を述べておく。共著『纒向』1976桜井市教育委員会，『古墳
文化出現期の研究』　1985　学生社，「弥生時代の貯蔵施設」『関西大学考古学研
究年報』1　1967，「大和の弥生時代」『橿原考古学研究所年報』1　1973　「三・
四世紀の集団墓」『考古学研究』20－2　1973，「弥生・古墳時代における高倉管
理形態とその変遷」『橿原考古学研究所35周年記念論集』1975，「大和平野東南部
における前期古墳群の形成課
程と構成」『横田健一先生還
暦記念　日本史論叢』1976，
「四・五世紀の祭祀形態と王
権の伸張」『ヒストリア』75
1977，「古墳の発生」『歴史公
論』3月号　1977，「前期古
墳周辺区画の系譜」『森貞次
郎博士古稀記念　古文化論
集』1982，「考古資料からみ
たヤマト政権の発展」『歴史
公論』8　4　1982，「古墳出現期の具体相」『関西大学考古学研究室開設30周年
記念　考古学論叢』1983などがある。
　講演は当初から熱がこもり，斑鳩宮と藤ノ木古墳，古墳の形から考えられるこ
と，石室の形から考えられること，石棺の形から考えられること，副葬品から考
えられることなどいろいろな角度から藤ノ木古墳を追究し，そして，被葬者像に
せまるといった，聴講者には魅力的な話の内容であった。
　以上，本館のはじめての講演会としては，講演内容といい，講師陣といい，は
たまたその時期といい，すべての条件がとりそろったこともあり，大成功に終え
ることができた。今後の講演会を企画する際の一つの指標ができたことは幸いで
あった，
　さて，公開講座も通算して今回で5回目を数えることになった。第1回目は先
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戸沢充則講師
土器時代を中心としたもので，つづいて縄文時代，弥生時代，そして古墳時代を
経て今回の第五回目の歴史時代を迎えたわけである。講師陣も通算して25名の多
くに達したのである。当初予定した歴史時代までの講座は，これで一通りの完結
を見た。そこで次回の秋の公開講座からテーマの趣きを変えることにしたのであ
る。この全体テーマは『発見と考古学』ということにした。これは日本考古学史
の中でも特に画期的な足跡を残した各時代の遺跡を抽出して構成するものであ
る。それぞれのテーマは次のとおりである。第1回目の講義のテーマは「先土器
時代研究の出発点一岩宿遺跡の発見一」，第2回目は，「縄文時代のタイムカプセ
ルー鳥浜遺跡の発掘一」，第3回目は，「弥生時代農村の全貌一登呂遺跡の発掘　」，
第4回目は，「三角縁神獣鏡の謎を探る一椿井大塚山古墳の調査一」，第5回目は
「古代都城の再現一平城宮跡の発掘と整備　」などで構成される。それではそれ
ぞれの講師を講義内容について紹介しておこう。なお，講師が前出の場合は各紹
介を省略することにする。
　第1回目は10月28日　（土）で講師は戸沢充則本学教授である。講義の内容はレ
ジュメから転載することにする。
　考古学の灯・相沢忠洋さん一人間の歴史のなかで一
　　岩宿遺跡の発見者・相沢さんの生涯は，古代への情熱とロマンを追い続け，
　そのためにただひたすらに生き抜いた，一つの感動的な人間ドラマであった。
　　相沢さんの著書『岩宿の発見』（第1回吉川英治賞受賞）などを通して知る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことのできる，相沢さん
　　　　　　　　懇羅轟灘1の苦闘と夢のおりなす行
??????????。?．?、．、．、?、 ??、、???????????????????? ?? ?．． ????…．「、??????
のみならず，多くの日本
人の心の中に，いままで
も，そしてこれからも
ずっと，考古学の灯とし
て光りつづけるにちがい
ない。
岩宿の丘に立つ　一考古
学の歴史のなかで一
　岩宿遺跡にはじめて学術
的な発掘調査の鍬が入れら
れ，相沢さんの発見されて
いた石器を含めて，それら
がいままで日本列島でその
存在が知られなかった。旧
石器時代段階の古い石器文
化であることを確認した記
念すべき日が，1949（昭和
24）年9月11日であった。
　この時，岩宿の丘に立っ
たのは，発見者の相沢さん
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をはじめ，明治大学考古学研究室の杉原荘介（当時助教授），芹沢長介，岡本勇
氏と，その頃まだ高校生で相沢さんの研究を手伝っていた堀越靖久（現桐生市立
図書館長）・加藤正義（現群馬県教育センター第二研修部次長）であった。
　　岩宿の発見が，日本考古学史上最大の発見といわれるような，また日本列島
　の最古の人類史に新しい光を投げかけることによって，文字通り日本歴史を書
　き換える成果であったと評価されるような，まさに歴史的発見として結実する
　のには，直接にはその時岩宿の丘に立った人々の役割と，それぞれが結びつく
　経過であった。そして同時に，岩宿の発見にいたるまでの，明治時代以来の日
　本考古学会の学史の蓄積があった。
　　岩宿遺跡における日本最初の旧石器段階の人類文化（先土器時代・旧石器時
　代）の発見は，けっして一日にしてならなかったし，それぞれの学史的背景を
　担った研究者たちが，その学問的な知識と研究の視点を，岩宿の丘というその
　一点に結集した時，そこに大きな果実をみのらせたのである。
原始世界の拡張一日本歴史のなかで一
　岩宿遺跡の発見以前，もっと正確にいえば，1945（昭和20）年に日本が太平
洋戦争で敗戦を迎えるまで，日本の歴史は『日本書紀』や『古事記』に書かれ
た神話と神々ではじまる歴史であった。そこには弥生人や縄文人などの存在は
許されず，ましてやそれ以前のサルにより近い旧石器人が神々の以前にいたな
ど研究することは，たいへん勇気のいることだった。
　戦争が終って，平和と民主主義の世が訪れるようになって，はじめて考古学
は社会の第一線で注目されるようになり，静岡県登呂遺跡で，約2，000年前の
弥生時代の農村の姿が発掘されて，敗戦で混乱と失意のどん底にいた国民に，
感動と明るい希望を与えた。
　ついでおこなわれた岩宿の発見は，それまでせいぜい数千年前の縄文時代以
来の日本の歴史を，一躍万をもって数える古さにまでおし上げることになり，
考古学という科学的な方法で明らかにされる日本歴史の真実に眼をひらかせ，
自分たち自身の歴史としての日本人の歴史を見直すきっかけとなった。
　とくにそれまで狭い島国だけにとじこもりがちであった，日本歴史の成り立
ちを近隣のアジア諸地域だけでなく，それこそ全地球規模・全人類史的つなが
りで理解するための具体的な手がかりを得たという点で，岩宿の発見は日本歴
史における「原始世界の拡張」であると評価されるのである。
岩宿遺跡の保存と活用一未来の歴史のなかで一
　いま全国の小中高校などで使われている多種類の歴史を教科書で，岩宿遺跡
の名が出ていない教科書はほとんどない。
　また国際交流が盛んな考古学会で，外国から来日する考古学の多くが，訪問・
視察したい遺跡として，Iwajukuの名をあげる。
　それどころか，先土器時代とか旧石器時代と呼ばれる時代の呼び名を，「岩
宿時代」と呼ぶのがよいという提案もおこなわれている。
　このように，日本国民全体，そして世界中の考古学者に，その名を知られた
考古学上の遺跡は日本では他に例がないといってもよい。
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　こうしたきわめて重要な日本史上の宝というべき岩宿遺跡を，その地元であ
る笠懸村が国や県の援助を受けて，19ヘクタールという広大な面積の永久保存
を決断し，1979年に国史跡の指定を達成したことは，40年前の岩宿の発見とい
う歴史的な成果に匹敵する記念すべき事業であった。そして現在構想され，そ
の一部が着手された保存整備計画が完成すれば，世界にも誇るべき「旧石器文
化学習のメッカ」として，多くの人々を岩宿に，そしてこの笠懸村にひきつけ
るにちがいないものと信ずる。
　いや，よその人がやってくるのを待つのでなく，村の人々が岩宿を媒体とし
て，世の人々に岩宿遺跡を学ぶことの意義や，そこに設けられるであろう施設
のよさ，面白さを積極的に呼びかける努力を通じて，古く深い人問の歴史に根
ざした，真の村の活性化・発展を未来に展望することができるであろう。
　岩宿発見40周年は，40周年の記念に終るのではなく，「永遠の岩宿」に向かっ
ての出発点であることを，皆さんとともに喜び，そして誓いたいものである。
（1989．9．10　岩宿遺跡発掘40周年記念シンポジウム資料より）
岡本勇講師 　第2回目は11月4日　（土）で講師は岡本勇横浜国立大学講師である。講義の内
容はレジュメから転載することにする。
　遺跡の位置
　　鳥浜貝塚は，福井県（若狭国）三方郡三方町鳥浜字高瀬に所在する。JR小
　浜線の三方駅で下車し，駅から西へ800m，若狭湾国定公園のひとつで風光明
　媚な三方湖に注ぐ塒川と高瀬川との合流点一帯に貝塚は残されている。
　　遺跡は現在，湖守神社が祀られている椎山の丘陵が西から東へ舌状にのび，
　そのすその部分の湖の岸辺に，湖畔の村として形成されたと想定される。1984
　年の第9次調査で，その地点に3軒分の竪穴式住居趾が検出された。これらの
　住居趾を拠点とした人々によって近くの湖水中に生活残渣が投棄され，鳥浜貝
　塚は形成されたのである。その結果，本貝塚は日本でも稀有の低湿地性貝塚と
　して，数々の貴重な遺物を埋蔵している。
調査のあゆみ
　鳥浜貝塚の存在を初めて学界に紹介したのは石部正志氏である。
　第1次・第2次調査によって，縄文時代前期の植物性遺物を良好に保存する
低湿地性貝塚という遺跡の様子が明らかにされた。第3次調査は，1，時川の洲の
部分を削る工事のための事前調査であり，縄文時代「草創期」の多縄文系土器
を包含する良好な有機質層が確認された。
　第4次調査以降は，塒川小規模河川改修工事にともなう緊急事前調査となっ
た。これまでの素掘り法から，調査区を鋼矢板を打ち込んで締め切り，24時間
ポンプによる排水という発掘方法が採用されてくる。このことは，本貝塚の豊
富な遺物の検出に安定した状況で作業を進行させる大きな力となった。漆製品
をふくむ大量の木製品，縄や編物が出土した。さらに動物・植物・花粉分析な
ど自然科学分野の研究者の参加があり，学術的研究の実践のきざしをみせた。
ヒョウタン・リョクトウなどの栽培植物の検出で，とかくベールに包まれてい
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たこの分野に道が開かれた。
　1980年以降の連続調査では，考古学，自然科学の諸分野の研究者の参加が得
られ，「生業活動の復元」を共通テーマとした。人口遺物・自然遺物について，
種々のサンプリングと水洗選別の導入をはかった。
　こうした状況で，2隻の丸木舟の出土，2種の広域火山灰の検出，渡来した
とされる栽培植物種子の新発見，大麻の繊維利用と種子の発見など，自然科学
分野との共同研究の成果が実を結んできた。1984年の第9次調査では，遂に隆
線文土器が出土した。この土器は，多縄文系，爪形文系の土器群と層序的に把
握することに成功している。
　調査，発掘の度に縄文時代観をぬりかえて，しかも緊急調査という過酷な条
件の中，20年以上の歳月がたっていった。
低湿地遺跡
　本貝塚の発掘はきわめて神秘的である。発掘に携わっている者しか味わえな
い感激の対面がある。それぞれの遺物が元の色のままで出土し，きのう埋めた
ものではないかと目を疑うほどである。木の葉は葉緑素が残存した緑色で，昆
虫の羽も青色や黄金色で出土してくる。
　しかし，光と空気に触れるとみるみるうちに変色し，ついには真黒になって
しまう。この瞬間は，歴史の重みというか，タイムカプセルとよばれる本貝塚
の存在を強烈に印象づけられる時でもある。
　この秘密は，水中投棄された遺物が底に沈められ，大自然の形成した保存庫
の中に納められたようになったことに起因する。豊富な地下水と冷暗所が腐敗
の進行を遅らせたためであろう。
　遺跡からは，縄文時代「草創期」・早期・前期に属する土器・石器・骨角器，
漆器をふくむ木製品，編物，縄などの人工遺物，革や木，木の葉，種子や果皮，
動物骨，昆虫，貝，糞石などの自然遺物と，きわめて多彩な内容の遺物が出土
する。さらに，植物の花粉，珪藻，プラントオパールなどの顕微鏡でしか観察
できないものも包含されている。
　また，その出土品が膨大な量にのぼることも特記に値しよう。第9次調査ま
での出土総点数は15万点以上を数えており，その大半は有機質のもので，発掘
調査後の保存についても，これまた重要な課題として残っている。そのひとつ
として，大半が人間の排泄物と考えられる糞石をとっても，約3000点以上の出
土を数える。
栽培植物
　鳥浜貝塚のヒョウタンの果皮とそれに続く種子の検出が縄文文化の研究者に
大きなショックを与えたことは周知の事実である。これまでベールをかぶって
いた縄文時代の出土遺物が次々と名乗りをあげたことで，混入であるとか，発
掘技術に問題があるとか，蟻が運んだとか，いわれなき非難がなされてきた種
子の中にも，再検討を加えざるを得なくなっているものがある。
　栽培植物の出土イコール縄文農耕と短絡に結論づけるつもりはないが，これ
までいわれてきたように自然物採集のみに頼る生活であったとする縄文時代観
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もあらためなければならない。
　ヒョウタンは西アフリカ原産といわれ，鳥浜貝塚では，縄文時代早期の層か
ら果皮が出土している。同前期の層からは，果皮と種子が数10点出土している。
　本貝塚の種子については，元岡山大学農業生物研究所教授笠原安夫氏の精力
的な研究により飛躍的にその内容が明らかにされている。氏の研究の結果，西
田正規氏により明らかにされたリョクトウ以外に，シソ，エゴマ，ゴボウなど，
渡来したと考えられ栽培植物の種子が明らかにされている。
　また最近，1980年出土の縄が大麻であろうと結論づけられた。京都工芸繊維
大学名誉教授布目順郎氏の数年間におよぶ研究の成果である。布目氏によれば，
本貝塚の縄文時代前期の縄・編物の中にも大麻の製品があり，笠原氏の研究段
階では，本貝塚の縄文前期の種子の中に大麻があった。さらに，漆器製品はま
ことに豊富に出土し，ポピュラーな存在であったことを物語っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l本貝塚の出土品をトータルで検討していくと，渡来栽培植物の内容が近い将
来明らかにできるにちがいない。
（森川昌和他『探訪　縄文の遺跡　西日本編』1985より）
大塚初重講師 　第3回目は11月11日　（土）で講師は大塚初重本学教授である。講義の内容はレ
ジュメから転載することにする。
　　1943年（昭和18）頃の日本は太平洋戦争の戦局に次第に暗雲がただよい，息
　の詰まるような戦時下の生活が続いていた。静岡駅の南約2㎞の静岡市敷地字
　登呂の…帯は安倍川によって形成された扇状地で，洪水による自然堤防や微高
　地が認められた。ここに航空機のプロペラ製造工場を住友金属が建設し始めた
　のがこの年の1月であった。有度山（うどやま）から埋土が運ばれて沖積地に
　2m以上もの土が盛られ，不足分は南方の泥土を掘りおこして積み上げていた。
　おびただしい杉板や木杭とともに弥生土器や多くの木製品が発見されたが，作
　業員は土器を叩き割り木板は暖をとる焚木と化した。
　　6月初旬のある日，丸木舟の大きな木片が発見され現場にいた鹿島組の小長
　井鋼太郎氏がこれに注目し，中田国民学校に持込み，さらに郷土史研究家の安
　本博氏に知らされたのが登呂遺跡発見の端緒となったのである。こうした状況
　下で大火後の静岡市復興局長の阿部喜之丞氏が，復興局を動員して木柵列など
　を測量したのが今日に残る登呂水田跡の区画図なのであった。静岡市役所の土
　地台帳や登記所の台帳を調査し，敷地字登呂であることを確認したのが鹿島組
　の小長井氏であり，登呂遺跡の名付け親といってもよい。
　　日本最大の弥生村落発見という森豊氏（毎日新聞静岡支局）らの報道と公式
　の連絡によって，建築の伊東忠太博士，国学院大の大場磐雄教授，東大の原田
　淑人博士，文部省の上田三平嘱託らが現地へとんだ。若き日の杉原荘介教授も
　現地へ出かけ，憲兵によって撮影フィルムを没収される事件などもおきた。
　　敗戦後の1947（昭和22）年7月13日，登呂遺跡調査会による戦後の記念すべ
　き考古学会あげての大発掘の鍬がうちおろされたのであった。発掘は4年の歳
　月をかけ1950（昭和25）年9，月6日に終了し，住居跡12棟，高床倉庫跡2棟，
　約75，000㎡の水田跡と，森林跡，登呂川の存在など，弥生時代後期の登呂ムラ
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のほぼ全容が確認されたのであった。
　登呂遺跡の発見によって掘り出されて提起された問題は何だったろうか。講
演は以下の問題点を中心としてすすめたい。
（1）登呂発掘は戦後日本の生き方の方向性を暗示するものだった。敗戦と自由，
新しい科学の創造に平和日本を託しえた。
（2＞考古学・古代史のみならず，人文・社会・自然の諸科学の研究協力が実っ
た。
（3）焦土下から2，000年も前の祖先の生きた証が発見され，敗戦に打ちひしが
れていた国民に生きる喜びと感動を与えた。
（4）古代農村の全容が水田跡とともに一つの全景観として地上にあらわれた。
（5）登呂発掘を通じて全国の考古学者と大学生間に苦難をのりこえた連帯感が
みのり，日本考古学の新しい方向性を追求することになった。
小林三郎講師 　第4回目は11月18日　（土）で講師は小林三郎本学教授である。講義の内容はレ
ジュメから転載することにする。
　　三角縁神獣鏡は，古墳の副葬鏡の中心的な存在である。古墳研究が本格的に
　押し進められはじめた大正年間に，それが中国の魏晋代に製作されたもので，
　日本の古墳に副葬されているという事実が重要視された。金石学の分野から研
　究を進めた富岡謙蔵の業績は大きい。富岡の業績を受け継いだ梅原末治は，中
　国鏡全体の流れの中で三角縁神獣鏡をとらえ，日本古墳の発生とその年代論を
　展開した。大正12年に発表された「佐味田及新山古墳研究」の中で梅原は，三
　角縁神獣鏡の中国における製作年代について論じ，あわせて，日本古墳出土鏡
　の中の，いわゆる同箱鏡の存在を主張した。
　　同世代の研究者として，当時，帝室博物館に後藤守一がある。後藤は著書「漢
　式鏡」の中で三角縁神獣鏡を解説して，先述の富岡・梅原と同様の年代観を開
　陳している。國始元年銘神獣鏡がいわゆる三角縁神獣鏡の仲間であることは，
　この段階で広く認識されていることで，三角縁神獣鏡が魏晋代の製作にかかる
　という共通の認識は確立していた。
　　第2次大戦後，昭和23年に調査された大阪府の和泉黄金塚古墳から，「景初
　三年」銘の神獣鏡が発見されたことは，後の古墳時代研究に大きな影響を与え
　た。魏志倭人伝の記載では，卑弥呼の中国への朝貢は「景初二年」の誤記とい
　うことになっていたが，黄金塚古墳出土鏡によってそれが「景初三年」の誤記
　ではなかったか，という疑問が生じた。現在では「景初三年」が定着した意見
　となっているのは，よくご承知のことと思う。
　　梅原の主張した三角縁神獣鏡の同箱鏡は，昭和28年，京都府椿井大塚山古墳
　の発見によって大きく前進した。「同箔鏡」の意味の厳密な内容の検討は別と
　しても，地域を異にして立地する古墳の副葬品として，三角縁神獣鏡の同箱鏡
　が存在することの事実関係は，椿井大塚山古墳出土の30面にのぼる三角縁神獣
　鏡の発見によって，点在する資料がようやく面的な関係として捉えられるよう
　になった。これは，とりもなおさず古墳の発生に関する諸問題と，日中関係，
　古墳成立後の社会的な変革の過程についての大きなヒントを提示することに
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なった。
　椿井大塚山古墳の発見によって，三角縁神獣鏡問題として解決に向かったい
くつかの点もあるが，依然として未解決の問題がある。舶載鏡か倣製鏡かの問
題，つまり三角縁神獣鏡中国製論，国産論である。三角縁神獣鏡が中国本土で
の発見例が皆無であることに起因しているこの問題も，三角縁神獣鏡の系譜を
たどることで，その解決の糸口をつかむことができるのではあるまいか。京都
府福知山市広峯古墳出土の「景初四年」鏡は，問題の糸口をさらに複雑化させ
てはいるが，三角縁神獣鏡の全体的な系列の中での検討を加えることによって，
その解決も大きく前進するのではないかと思う。
　小林行雄による「同箔鏡」論とそれに関連する小林古墳文化論は，椿井大塚
山古墳の発生を契機としている。今回は，椿井大塚山古墳の内容を再検討する
ことを中心として，これと関連する諸問題にふれることにしたい。
坪井清足講師 　第5回目は11月25日　（土）で講師は坪井清足前奈良国立文化財研究所所長であ
る。坪井講師は1921年生，1948年には京都大学文学部史学科を卒業された。平城
宮の発掘を手がけられ，文化庁文化財保護部に異動されて現在の文化財保護行政
の礎を築かれた。文化庁監査官を経て，奈良国立文化財研究所所長就任，退官後，
現在は大阪府文化財センター理事長，NHK解説委員を務められている。主なi著
書に『飛鳥寺』1964　中央公論美術出版，『弥生』編著　1973平凡社，『縄文』
編i著　1976　中央公論社，『日本原始美術大系』編著　1977講談社，『埋蔵文化
財と考古学』1986平凡社がある。講義の内容はレジュメから転載することにす
る。
　平城宮発掘の今昔
　　現在，平城宮跡は約30パーセントを掘り終えたところです。今の組織と予算
　でやると，あとまだ6，70年はかかることになります。昭和30年に平城宮発掘
　要員として研究所に入れていただいたのですが，その夏前に来年度以降の発掘
　計画を予算に計上するために予算案をつくることになりました。はじめてで，
　どんな計画を立てたらよいかわかりませんでしたが，当時1km四方（東院の存
　在が明らかになったのは昭和41年の暮でした）を発掘するのに年間10万㎡を
　掘っても10年かかる。30年度の予算全額を発掘につかっても1，000m2ほどしか
　掘れないのに，年10万㎡とはどうなることかと思いながら10ヵ年計画で，年1
　千万円の予算案をつくりました。その当時の庶務室長が，これを見て，「お前
　は大学で何を習ってきたか知らんが，役所には10年計画などというものはない。
　3年かせいぜい5年計画ぐらいで（文化財保護委員会）事務局へ持っていかな
　いと，わたしが怒られる」といわれました。これまではまったくどうなること
　かと思ったものです。それ以来，今日にいたるまで予算づくりのソロバンをは
　なしたことはなく，商業学校でクラスの最低の成績だったソロバンをつかって
　いるのですから，世の中は皮肉なものだと思っています。
　　昭和32・3年は平城宮跡の北の佐紀町の人びとの平城宮跡解除の動きとの折
　衝と，34年以降の発掘交渉にあけくれました。奈良県の文化財保存課長をして
　おられた江口正一さん（文化財保護委員会美術工芸課長補佐から奈良県に出向
　しておられた）のお供をして夜な夜な佐紀町の有力者のお宅にうかがったこと
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も今では思い出の一つになりました。飛鳥を引き揚げて34年の7月から発掘に
かかりました。21日，文化財保護委員会委員長河井弥八氏が鍬入れ式をおこなっ
て，いよいよ大規模発掘がはじまりました。鈴木嘉吉君の発案で，最初に表土
排除のため当時では珍しかったブルドーザーを入れました。水田は，その年の
長雨のためにゆるんでいて，重いブルドーザーはすぐに泥にめり込み，水田を
めちゃめちゃにするから早速止めるよう厳重抗議され，あとでブルドーザーの
ワダチが遺構に食い込んでいるやら，大失敗をしました。そこで早速，トロッ
コに切り替えて作業をすることになりました。
　この発掘を取材に来た新聞記者諸公の，「これはどういう役所か」という問
いに藤田亮策所長が，にこにこして，「そうあせりなさんな。10年もしたら，
ここにいる若い人たちが，君らに聞かれなくともここは何何という役所だと教
えてくれるようになるよ」と言われたのが忘れられません。その藤田先生が，
史跡問題などで夜行寝台車で東奔西走された過労のため，翌35年の12，月12日に
あっけなく狭心症でなくなられました。年あけて36年の1月に前年発掘した場
所の東隣の地区の土墳で木簡が検出されました。その結果，この一帯の地域が
平城宮の大膳職（だいぜんしき）らしいということがわかり，藤田所長がもう
3ヵ月も長生きされたら，と話し合ったものでした。
　佐紀町の集落と新しくできた道との問を，東へつぎつぎと掘り進める一方，
大極殿跡の北の一部の内裏を発掘し，南北にならぶ脇殿，内裏正殿と紫哀殿（し
しんでん）にあたる内裏をめぐる築地回廊などをつぎつぎに明らかにすること
ができ，内裏東北部で2，400点におよぶ良好な木簡の出土杭を掘りあてるなど，
平城宮ならではの調査成果をあげることができました。ところが，平城宮の西
3分の1の未指定地　　ここは大正年間および昭和11年の追加指定時にも朝堂
院地区のように地上に顕著な土壇などの遺構がなかったことと，まさかこんな
水田が開発されるとは考えなかったとの理由で，学説では宮内とわかっていて
も未指定のままでした　　を電鉄会社が買収し，一郭を車庫に利用したいとい
う問題がおこってきました。保存運動については別項でふれますので，ここで
は発掘で話を限ります。
　保存運動に成功し，平城宮跡発掘調査部という調査組織が整備された結果，
いまだ発掘をしたことのなかった宮域の外郭施設の状況を調べることになり，
まず西南隅地区で，南辺築地塀＝大垣を検出し，西辺南門（佐伯門），西辺中
門（玉手門），南辺中央の朱雀門を，北辺は築地塀ではなく中心に掘立柱をい
れた土塀であることなどを確認することができました。ところが東外郭の北門
と中門がなく，北門と考えた場所に造酒司（みきのつかさ）の水屋があること
がわかり，やがて東辺南門は東一坊大路と考えていた道路上に，東西棟で奈良
時代のはじめごろ建てられたことがわかり，それまで考えてもいなかった東院
の存在が明らかになりました。その後，東院の東南隅に大きな池のある宮殿が
存在することを確かめ，一連の外郭施設調査が一段落したところ，大阪万国博
関連と奈良県の国立歴史民族博物館誘致問題のからみで，平城調査部庁舎予定
地の発掘をし，この部分が馬察であることを確認しました。平城宮域の中軸線
上の諸遺構を第一次朝堂院，内裏地域と考えていましたが，その実態を確認す
る調査が，これと並行してはじまり，北部に平城上皇時代の遺構，その下に孝
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謙天皇時代の遺構，さらに下層に創設当初の遺構が重なり，南半は創設期から
中期までの遺構の残っていることが明らかになりました。その後，中軸線地区
の東隣の大極殿朝堂院地区の発掘により，大極殿前庭から，幡を立てた旗ざお
の痕跡や，儀式のときの仮設物のあったことがわかり，大極殿閣門（こうもん）
前庭から3回におよぶ大嘗祭の殿舎を検出することができるなど，これまでの
殿舎配置の変遷を知る以上に宮廷の使われかたが推定できる新たな時代になっ
てきました。
　東院，太政官，そのほか宮内省，皇后宮職なども一部明らかにできましたが，
まだまだわからないことがたくさん残っています。
　日本が豊かになったせいか，ルーツを探るというようなことと結びつき，こ
のごろでは毎日のようにマスコミに埋蔵文化財関連の記事がでるようになりま
した。私など，まったく予想もつかなかったことになっており，今昔の感を深
めるところです。
遺跡に生命を与える
　史跡のなかでも，とくに埋蔵文化財といわれているものは，それがつくられ
たときの活力が現在は途絶えています。これを守るためには，現在の社会のな
かで，それ自身が活力をもてるようにすることが必要です。
　平城宮跡の発掘のはじまったころ，この遺跡を残すにはどんな方法をとれば
よいのかと考えました。そのとき，一番身近な公園として活用すべきだという
考え方が，われわれのあいだにでてきました。
　その後，飛鳥寺を掘ったとき，中門，南門，回廊が非常に良く残っています
が，水田を一時借りて掘っていたので，発掘が終わったあと，またすぐ埋めな
ければなりませんでした。ところが，それを見て薬師寺の橋本凝胤師が，「掘っ
た学者だけが見て埋めてしまっていいのか。そんなものは学者のマスターベー
ションではないか。どうしてみんなが見られるようにしないのか」と怒られま
した。一方，われわれは仲間うちでは史跡公園論が出ていたころだったので，
大変なショックを受けたものでした。そのときは，掘って露出したままでは周
りの田んぼのほうが高いですから，水が入ってしまうだろうし，排水溝を掘れ
ば田んぼが干上がるし，石などでも凝灰岩などは露出しておけば霜にあたって
すぐにいたんでしまうので保存処理もしなくてはいけないし，そんなことはで
きないから，埋めもどして，いずれそういう時期がきたら何とか見ることがで
きるようにしたいんです。と当時は苦しまぎれに返答しました。
　平城宮跡の土地買収が進められるようになり，整備の問題と関連して，この
遺跡の性格を一般の人びとに理解してもらうにはどうしたらいいかということ
を，私と工藤圭章（現・文化財保護部建造物課長），牛川喜幸君（記念物課名
勝担当主任調査官）たちで話し合いました。一つの方法としては，建物を完全
に復元するということが考えられます。他に実物の型をとって位置だけを表示
する方法，これは平城宮跡内裏の井戸のようにプラスチックで型をとり，実物
を埋めて，その上に偽石（レプリカ）を置くとか，礎石跡に偽石を置くとか，
掘立柱は平城の場合はツゲを植えて丸く刈り込んで柱位置を表示するなどして
います。さらに三つ目は実物を露出した上を覆屋で覆って見せる方法がありま
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す。二番目の土壇をつくり，ツゲを植えて型をなぞるやり方が，平城方式とい
われていますが，さっぱりおもしろくないという評価もあるようです。しかし，
それが一番安上がりなので，予算的にしかたのない面もあります。
　結局，遺跡を活性化させ，現在に生かすためには，公園的造園手法が必要に
なってきます。昔をイメージアップさせるために発掘の成果を盛りこむわけで
す。万葉の文学は，こういう環境から生まれてきたというように，具体的にそ
の土地の状況を復元することが望ましいでしょう。史跡というと，強者どもが
夢の跡といった，枯れ草が一面生えているといったイメージが強いのですが，
そういうイメージはどうしても史跡を軽んじ，破壊していく動きに対しての抵
抗力を持てないのです。
（坪井清足『古代追跡一ある考古学徒の回想』1986より）
企画展「霞ヶ浦
周辺の弥生文化
一陣屋敷遺跡発
掘一」展の開催
友の会の活動
　以上，5講義で構成された『発見と考古学』は受講者289名であったが通算す
ると1，125名にも達する盛況ぶりであった。なお，この公開講座の初日に合せて
企画展を開催した。企画展のテーマは「霞ヶ浦周辺の弥生文化一陣屋敷遺跡発掘
一」展とし，期日は10月　28日（土）～11月25日（土）までとした。企画展の中心
的存在である陣屋敷遺跡は，茨城県稲敷郡美浦村にある。美浦村は霞ヶ浦の南岸
に位置し，考古学的には1879（明治12）年に日本人の学者の手ではじめて発掘さ
れた陸平貝塚が存在するところとして知られている。美浦村ではこの陸平貝塚を
含めこの地域一帯を総合リゾートセンターとして大規模開発に踏み切ることにな
りこの総合開発計画には，陸平貝塚の保存，活用を真正面から取り込むことを組
み入れるという画期的なものであった。本学の考古学研究室はこれに全面的に協
力することとなり，この一環として陣屋敷遺跡の発掘を実施したものである。
　陣屋敷遺跡は北台地，南台地，東台地と呼んでいる3つの尾根状台地と，その
台地にはさまれた2つの谷頭を中心に展開されている。1988年度の調査によると
台地上の平担部には，先土器時代から平安時代にわたる人々の生活の痕跡が検出
され，特に，弥生・古墳時代には数多くの住居がつくられ，集落が営まれていた
ことがわかった。そこで，この調査の成果をいちはやく一般に還元しようという
考えから，この展覧会を企画したものである。今回は時間的な制約もあり，また，
ユニークな存在である弥生時代後期にスポットを当てることにした。
　会場はいつも企画展などで使用する参考展示室である。展示の準備には，本学
の考古学専攻生及び学芸員養成課程の学生にそれぞれお手伝いをお願いした。考
古学専攻生にしても学芸員養成課程の学生にしても，平素，企画展や特別展の準
備に直接携わるということはない。特に，博物館の展示は理論だけでは不可能で，
体験が大きな比重を占めることから，本館ではできるだけ関係のある学生には門
戸を広げ体験してもらえるよう配慮している。今後の企画展を実施するにあたっ
ては，基本的に学生の参加を求めながら行なっていきたいと考えている。
　明治大学考古学博物館友の会は，1988（昭和63）年に発足し，現在200名を超
す会員を擁する組織となった。月に一度の定例幹事会を欠かさず行ない，平吉平
会長を中心に積極的な博物館友の会の活動を展開している。その主な活動をあげ
てみると，遺跡の見学会と年度末に行なわれる講演会の開催である。今年度の遺
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講演会
日本考古学1988
テーマと講師
講演会
日本考古学1989
テーマと講師
跡見学会は「大室古墳群と善光寺平の遺跡と博物館を訪ねて」というテーマで，
1989年8月8日・9日の1泊2日の日程で挙行された。定員50名のところそれを
上回る申し込みがあるなど人気のある行事の一つである。大室古墳群は長野県長
野市松代町にあり，東西約2．5km，南北約2．5kmの範囲に総数500基にものぼる古
墳が分布している。1890（明治20）年代にはすでに学界の注目を浴びていたが，
特にその大部分が積石塚古墳で構成されていることで著名となった。1951（昭和
26）年に本学の後藤守一教授が調査をして以来，本学との結びつきが密接となっ
た。大塚初重・小林三郎両教授はその重要性に鑑み7年前から計画的な継続調査
を行ってきたが，友の会では本学の考古学研究室で実施している積石塚古墳の発
掘をぜひ見学したいという強い希望から実現したものである。この実現は今後も
こういった研究室の調査の見学を可能にした突破口でもある。
　次に講演会について述べておきたい。もちろん，この講演会の主催は，友の会
であるが，講師陣は博物館と研究室とが全面的に協力することになっている。第
1回目はすでに昨年度から開始しているが，このテーマは前年度に実施された発
掘の中でも特に注目すべき発掘を講師が選択し各自20分間の講演を行うことにし
た。これを名づけて『日本考古学　年　号』として，今後はこのテーマで継続し
ていくことにしたのである。そして，これは単に講演だけではなく，記録にとど
めておくことにし，この記録については名著出版の歴史手帖に掲載していただく
ことにした。
　日本考古学1988は，1989年4月15日に大学会館8階会議室において，大塚初重
教授の「日本考古学1988　重要ないくつかの新発見一」からはじまり安蒜政雄助
教授の「岩宿発見と40年一先土器時代研究の原点と現在一」，戸沢充則教授の「よ
みがえる縄文人骨一長野県北村遺跡の集団墓一」，黒沢浩学芸員の「日本列島稲
作事始一シンポジウム「稲作農耕の起源と展開」一」，石川日出志専任講師の「邪
馬台国の風景一吉野ヶ里遺跡調査の意義，小林三郎教授の「小林行雄氏と鏡の研
究一考古学的方法による古代史の確立一」，熊野正也学芸員の「古代の迎賓館を
掘る一「太宰府展」一の東京開催一」などで構成され，延々3時間にもおよぶ講
演会が行われた。友の会会員である小野寺洋子氏は「去年の12月，小さな講演会
の案を持った私は戸沢先生におあいした。それから5ヶ月，先生は今ここ明治大
学でなければできない講演会を作り上げてくださった。これはまさに“開かれた
大学”からのエネルギーの放出そのものである。
　会場は“私たちの先生”の思いで見上げる人々に，やさしい言葉で絶妙の間を
取りながら語りかける講師……そのひと言の意味は深く，聞き入る人々を，知る
喜びの緊張へといざなう。語る人，それを聞く人，共に輝き合った3時間であっ
た。皆さん，ありがとうございました」という感想を述べてくれた（明治大学考
古学博物館友の会会報第3号）。ちなみに，受講者の数は135名であった。なお，
それぞれの講演内容については名著出版刊の「歴史手帖」第17巻6号を参照され
たい。
　第2回目の講演のテーマは日本考古学1989であった。日時は1990年3月31日で
ある。最初は総論として大塚初重教授による「日本考古学1989」を講演し，つづ
いて戸沢充則教授の「文化財保存と村おこし一記録映画「わがふるさとは美浦村・
縄文人はよみがえる」にふれて一」，矢島國雄助教授の「石槍研究の新展開一シ
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ンポジウム「中部高地の尖頭器文化」をめぐって一」，堀越正行兼任講師の「縄
文時代の木の文化」をめぐって一木器と低地遺跡の研究一」，黒沢浩学芸員の「弥
生時代青銅器の鋳造一吉野ヶ里の鋳型をめぐって一」，熊野正也学芸員の「移住
者のムラー神奈川県神崎遺跡の調査一」，小林三郎教授の「よみがえる豪族館一
群馬県三ッ寺遺跡をめぐって一」の計7本の講演によって構成されている。会場
は前年度と同様，大学会館8階会議室である。受講者の数は200名であった。
　今年度はこのように博物館と支援団体である友の会とが，ともに教育普及活動
の充実を目標にいろいろな事業を行ってきた1年間であった。やがて，これらの
諸活動は明治大学考古学博物館の進むべき方向の，大きな礎になるにちがいない。
博物館としての規模は問題ではない。いかに大きな博物館活動を展開し，考古学
という学問を市民の学問に近づけるか，これが本館に課せられた重要な使命であ
ると考える。少人数の職員と微々たる予算，こういった条件の中でこの使命を果
すということは並大抵の努力では困難である。考古学研究室と博物館友の会の強
力な援助を得て，なんとかこの使命を果していきたいものだと念願している。
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